


 

                                                         

 

令 和 ３ 年 １ ２ 月 ２ ０ 日 

 

 

 

令和３年度第７回東京都私立学校審議会（第８１０回）議案 
 
 

 

 

【既諮問】 

〔専修各種学校関係〕 

学校設置 

    議案第１号 専修学校河合塾自由が丘校の設置認可について（目黒区） 

 

 

【今回諮問】 

〔幼稚園関係〕 

法人解散・学校廃止 

    議案第２号 学校法人永明学院の解散認可について（八王子市） 

    議案第３号 永明院ルンビニ幼稚園の廃止認可について（八王子市） 

学校廃止 

    議案第４号 原町幼稚園の廃止認可について（目黒区） 

 

〔小中高校関係〕 

学則変更 

    議案第５号 北豊島高等学校（広域の通信制課程）の学則変更認可について（荒川区） 

    議案第６号 聖パウロ学園高等学校（広域の通信制課程）の学則変更認可について（八王子市） 

  

 



議案第１号   

専修学校河合塾自由が丘校設置要項 

 １ 学 校 の 目 的 

本校は、教育基本法の精神に則り、学校教育法に基づき、学歴を問わず、一定の学力を有し、

大学進学をめざす者のために、英語、数学、国語、理科、地歴公民、その他の教育指導を行い、

教養の向上を図ると共に、有用かつ健全なる国民を養成することを目的とする。 

２ 学 校 の 名 称 専修学校河合塾自由が丘校 

３ 課程（分野）の 

名称 
文化教養一般課程 （文化・教養関係） 

４ 位     置  目黒区自由が丘一丁目１５番地１３号      電話０３（５７２６）３２６１ 

５ 開 設 の 時 期  令和４年４月１日（予定） 

６ 経費の見積り 

  及び維持方法 

この法人の設置する学校の経営に要する費用は、基本財産並びに運用財産中の不動産及び積立

金から生ずる果実、授業料収入、入学金収入、検定料収入その他の運用財産をもって支弁する。 

７ 設 置 者 名 学校法人 河合塾 （理事長 河合 英樹） 

８ 校 長 名  角野 俊彦 

９ 課程・学科別 

修業年限及び

生徒定員 

 
課 程 名 学 科 名 昼夜通信 修業年限 入学定員 総定員 

文化教養一般課程 

（文化・教養関係） 
大学受験科 昼 １年 ２４０名 ２４０名 

合   計 ２４０名 ２４０名 
 

10 主 要 教 科 名 英語・数学・国語・理科・地歴公民 

11 教 職 員 組 織 
校長(専任)1名 教員(専任)8名 事務職員(専任)12名 学校医(兼任)1名 

教員(兼任)17名                     合計 39名  
教員基準7名 

12 校 地 

 

総面積      691.89 ㎡ 

 

（内訳）校舎敷地 458.13 ㎡ 

    そ の 他 233.76 ㎡ 

自己所有面積   691.89㎡ 

 

愛知県名古屋市瑞穂区駒場町四

丁目１番地  

学校法人 河合塾 

 

借用面積       0㎡ 

13 校 舎 総面積         2,065.09 ㎡ 

 

（構造）鉄骨・鉄筋コンクリート造陸屋根 

地下1階付き地上5階建て 

 

（内訳）普通教室 11室  623.15㎡ 

    自 習 室  3室  234.36㎡ 

    教 員 室  1室   74.17㎡ 

事 務 室  1室   62.00㎡ 

図 書 室  1室    9.14㎡ 

保 健 室  1室    3.38㎡ 

    便   所 9箇所  120.05㎡（大29箇・小12箇） 

    そ の 他        938.84㎡ 

自己所有面積 2,065.09㎡ 

 

愛知県名古屋市瑞穂区駒場町四

丁目１番地 

学校法人 河合塾 

 

借用面積       0㎡ 

  

基準590㎡ 

14 校具・教具等 校具1,116点 ・ 教具61点 ・ 図書1,223冊 ・ その他備品524点 

15 予 算 概 要 
初年度（令和4年度） 収入   551,965千円  支出 551,965千円 

次年度（令和5年度） 収入  772,557千円  支出 772,557千円 



16 付 近 の 状 況 
東急東横線「自由が丘駅」徒歩4分 

学校は駅に近く、周辺には保育園、住宅地、塾等があり、教育環境に適した土地である。 

 備     考 

１ 学校法人 河合塾  昭和３０年３月９日 設立認可（愛知県） 

 

２ 法人が設置する学校 

(1)  河合塾千種校          昭和２３年 ５月３１日設置認可（愛知県） 

 (2)  河合塾名駅校          昭和３１年 ３月２３日設置認可（愛知県） 

(3)  河合塾豊橋校          昭和５２年 ２月１０日設置認可（愛知県） 

(4)  河合塾岐阜校          昭和５４年 ３月 １日設置認可（岐阜県） 

 (5)  専修学校河合塾新宿校      昭和５７年 ３月３１日設置認可（東京都新宿区） 

(6)  河合塾大阪校          昭和５８年 ７月２２日設置認可（大阪府） 

(7)  河合塾横浜校          昭和６０年 ３月３０日設置認可（神奈川県） 

 (8)  河合塾広島校          昭和６０年 ９月 ３日設置認可（広島県） 

(9)  専修学校河合塾池袋校      昭和６１年 ３月３１日設置認可（東京都豊島区） 

(10) 専修学校河合塾立川校      昭和６３年 ２月 ８日設置認可（東京都立川市） 

 (11) 専修学校河合塾福岡校      昭和６３年 ３月３１日設置認可（福岡県） 

(12) 河合塾京都校          昭和６３年１２月１５日設置認可（京都府） 

(13) 専修学校河合塾津田沼校     平成 ２年 ３月３１日設置認可（千葉県） 

(14) 専修学校河合塾北九州校     平成 ２年 ３月３１日設置認可（福岡県） 

(15) 河合塾上本町校         平成 ３年１０月１４日設置認可（大阪府） 

(16) 河合塾福山校          平成 ４年 ３月３１日設置認可（広島県） 

 (17) 専修学校河合塾大宮校      平成 ５年 ３月２９日設置認可（埼玉県） 

(18) 専修学校河合塾町田校      平成 ８年 ２月２３日設置認可（東京都町田市） 

(19) 専修学校河合塾麹町校      平成１７年 ２月２５日設置認可（東京都千代田区） 

(20) 河合塾札幌校          平成１７年１１月３０日設置認可（北海道） 

(21) 河合塾天王寺校         平成１８年 ２月２４日設置認可（大阪府） 

(22) 専修学校河合塾浜松校      平成２４年 ３月２３日設置認可（静岡県） 

(23) 専修学校河合塾本郷校      平成２４年１０月２５日設置認可（東京都文京区） 

(24)  専修学校河合塾水戸校      平成２６年 ２月１７日設置認可（茨城県） 

(25)  専修学校河合塾柏校             平成２８年 ２月２９日設置認可（千葉県） 

(26)  河合塾神戸三宮校               平成３０年 ３月２６日設置認可（兵庫県） 

 

 



議案第２号 

学 校 法 人 永 明 学 院 解 散 要 項 

１ 学 校 法 人 名  学校法人 永明学院（理事長 福田 徳典） 

２ 法人事務所所在地  八王子市山田町１６２２番地 

３ 解 散 時 期 令和  年  月  日（認可のあった日） 

４ 解 散 事 由 寄附行為に定める理事総数の３分の２以上の議決及び評議員会の議決 

５ 清 算 人 予 定 者 
（理事長）福田 徳典 

（理 事）田中 正美、松日樂 義隆、田所 徹、福田 真奈美 

６ 資 産 の 処 置 （１）資  産 

   資産総額              ８５，０８３，６５８円 

     （内訳）基本財産        ８２，７６０，７５４円 

         運用財産         ２，３２２，９０４円   

（２）解散及び清算諸経費（予定）     ８０，７１５，６０７円 

（３）差 引 残 余 財 産（予定）    ４，３６８，０５１円 

（４）残余財産の処分方法 

   残余財産が生じた場合は、私立学校法第５１条第１項に基づき、全額これを 

学校法人花園学園（文部科学省認可）に帰属する。 

  備     考 １ 学校法人設立認可年月日 

 昭和６２年５月１日（東京都） 

２ 学校法人永明学院設置園 

 永明院ルンビニ幼稚園 

 昭和５０年３月２９日設置認可（八王子市） 

 



 

議案第３号 

永明院ルンビニ幼稚園廃止要項 

１ 学校の名称  永明院ルンビニ幼稚園 

２ 位    置 八王子市山田町１６２２番地 

３ 廃止の時期  令和  年  月  日（認可のあった日） 

４ 廃止の理由  園児の減少に伴い、運営継続が困難となったため 

５ 設 置 者 名  学校法人 永明学院 

６ 園  長  名  福田 真奈美 

７ 園児の処置  平成３０年度末をもって全員卒園 

８ 教職員の処置  平成３０年度末をもって全員退職 

９ 指導要録等の 
引継方法 

 八王子市に引き継ぐ 

10 資産の処置  (1) 園    地   所有者において処置 

 (2) 園    舎   所有者において処置 

 (3) 園具・教具等   所有者において処置 

11 備    考 
  
(1) 園   地   総面積    １，３９４．９９㎡ 

 (2) 園   舎   総面積       ５３８．５８㎡ 

 (3) 収 容 定 員                 １７５名 

(4)  設置認可年月日 昭和５０年３月２９日 

  

 

 

 

   



 

議案第４号 

原 町 幼 稚 園 廃 止 要 項 

１ 学校の名称   原町幼稚園 

２ 位    置 目黒区原町二丁目３番４号 

３ 廃止の時期   令和 年  月  日（認可のあった日） 

４ 廃止の理由   園児の減少に伴い、運営継続が困難になったため 

５ 設 置 者 名   宗教法人日本基督教団目黒原町教会 

６ 園  長  名  古屋 博規 

７ 園児の処置   昭和６３年度末をもって全員卒園又は転園 

８ 教職員の処置  昭和６３年度末をもって全員退職 

９ 指導要録等の 
引継方法 

 設置者において処分済 

10 資産の処置   (1) 園    地   所有者において処置 

 (2) 園    舎   所有者において処置 

 (3) 園具・教具等   所有者において処置 

11 備    考 
  
(1) 園   地   総面積        不明 

 (2) 園   舎   総面積       不明 

 (3) 収 容 定 員            ５０名 

(4)  設置認可年月日   昭和１３年３月２４日 

  

 

 

 
 



 

議案第５号  

北豊島高等学校（広域の通信制課程）の学則変更要項 

１ 学校の名称 北豊島高等学校（ 校 長 河村 惠子 ） 

２ 設 置 者 名 学校法人 北豊島学園（ 理事長 丸山 裕幸 ） 

３ 位 置 荒川区東尾久六丁目３４番２４号 

４ 通 信 教 育 

実 施 区 域 
 東京都、千葉県、埼玉県、神奈川県、茨城県 

５ 課    程 

修 業 年 限   

収 容 定 員 

通信制課程（普通科） 

３年以上 

２，４００名 

６ 変 更 理 由 

 

 １ 教育課程の変更 

   高等学校学習指導要領改訂に伴い、教育課程を変更する。 

   

２ 学費の変更 

  教育施設の修繕及び教育内容の充実を図るため、学費を変更する。 

 

７ 変更年月日 令和４年４月１日（予定) 

８ 変 更 内 容 

変 更 前 変 更 後 

別紙「学則比較対照表」のとおり 別紙「学則比較対照表」のとおり 

備     考 

１ 設置認可年月日（通信制課程）        平成 ３年 ７月２５日 

２ 本法人が設置する学校の名称及び設置認可年月日   

（１）北豊島高等学校(全日制課程)        昭和２３年 ３月１０日 

（２）北豊島中学校               昭和２５年 ４月 １日 

（３）北豊島幼稚園               昭和２４年１２月２８日 

（４）北豊島医療専門学校            平成１４年 １月２５日 



別紙　学則比較対照表

第１９条 本校の教育課程は、別紙の教育課程 第１９条 本校の教育課程は、別紙の教育課程

表のとおりとする。 表のとおりとする。

第３１条 本校の選抜料、入学金、施設費、 第３１条 本校の選抜料、入学金、施設費、

授業料、実習費および空調衛生費 授業料、実習費および空調衛生費

は、次のとおりとする。 は、次のとおりとする。

ただし、本校が指定した技能連携 ただし、本校が指定した技能連携

施設において教育を受ける生徒に 施設において教育を受ける生徒に

ついては、施設費を免除する。 ついては、施設費を免除する。

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞｺｰｽ ｵﾘｼﾞﾅﾙｺｰｽ ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞｺｰｽ ｵﾘｼﾞﾅﾙｺｰｽ

選抜料 20,000 円 10,000 円 15,000 円 選抜料 20,000 円 10,000 円 15,000 円

入学金 230,000 円 50,000 円 80,000 円 入学金 230,000 円 50,000 円 80,000 円

施設費
（入学時）

100,000 円
施設費

（入学時）
100,000 円

施設費
（年額）

10,000 円 30,000 円
施設費
（年額）

10,000 円 50,000 円

空調衛生費
（月額）

3,500 円
空調衛生費

（月額）
3,500 円

授業料
（月額）

33,000 円
授業料
（月額）

33,000 円

授業料
（１単位）

9,000 円 15,000 円
授業料

（１単位）
9,000 円 15,000 円

実習費 1,300 円 実習費 1,300 円

教育運営費
（年額）

30,000 円 60,000 円
教育運営費

（年額）
30,000 円 80,000 円

聴講料
（１単位）

9,000 円
聴講料

（１単位）
9,000 円

附　則

　　　　１．この学則は、令和４年４月１日から実施

　　　　　　する。

　　　　２．令和４年３月３１日現在、当高等学校

　　　　　　（全日制・通信制）に在学し、同年４月１

　　　　　　日以降引き続き在学する者の教育課程

　　　　　　表については、なお従前の例による。

変更前

全日制課程
通信制課程

変更後

全日制課程
通信制課程



別紙1-1　教育課程新旧比較対照表（オリジナルコース）

(変更前） (変更後）

R3 R4 R4 R5

１年次 ２年次以上 １年次 ２年次以上

国語総合 4 4 現代の国語 2 2
国語表現 3 3 言語文化 2 2
現代文Ａ 2 2 論理国語 4 4
現代文Ｂ 4 4 文学国語 4 4
古典Ａ 2 2 国語表現 4 3 1単位削減

古典Ｂ 4 4 古典探究 4 4
現代文演習 2 2 ☆ 現代文演習 2 2 ☆

古典演習 2 2 ☆ 古典演習 2 2 ☆

小論文演習 2 2 ☆ 小論文演習 2 2 ☆

国語研究 2 2 ☆ 国語研究 2 2 ☆

世界史Ａ 2 2 地理総合 2 2
世界史Ｂ 4 4 地理探究 3 4 1単位増加

日本史Ａ 2 2 歴史総合 2 2
日本史Ｂ 4 4 日本史探究 3 4 1単位増加

地理Ａ 2 2 世界史探究 3 4 1単位増加

地理Ｂ 4 4
世界史演習 2 2 ☆ 世界史演習 2 2 ☆

日本史演習 2 2 ☆ 日本史演習 2 2 ☆

地理演習 2 2 ☆ 地理演習 2 2 ☆

地歴研究 2 2 ☆ 地歴研究 2 2 ☆

現代社会 2 2 公共 2 2
倫理 2 2 倫理 2 2
政治・経済 2 2 政治・経済 2 2
公民研究 2 2 ☆ 公民研究 2 2 ☆

数学Ⅰ 3 4 1単位増加 数学Ⅰ 3 4 1単位増加

数学Ⅱ 4 4 数学Ⅱ 4 4
数学Ⅲ 5 5 数学Ⅲ 3 3
数学Ａ 2 2 数学Ａ 2 2
数学Ｂ 2 2 数学Ｂ 2 2
数学活用 2 2 数学Ｃ 2 2
数学演習 2 2 ☆ 数学演習 2 2 ☆

数学研究 2 2 ☆ 数学研究 2 2 ☆

科学と人間生活 2 2 科学と人間生活 2 2
物理基礎 2 2 物理基礎 2 2
物理 4 4 物理 4 4
化学基礎 2 2 化学基礎 2 2
化学 4 4 化学 4 4
生物基礎 2 2 生物基礎 2 2
生物 4 4 生物 4 4
地学基礎 2 2 地学基礎 2 2
理科課題研究 1 1
物理演習 2 2 ☆ 物理演習 2 2 ☆

化学演習 2 2 ☆ 化学演習 2 2 ☆

生物演習 2 2 ☆ 生物演習 2 2 ☆

理科研究 2 2 ☆ 理科研究 2 2 ☆

3 3
2 2
2 2

1 1
1 1

保体研究 2 2 ☆ 保体研究 2 2 ☆

音楽Ⅰ 2 2 音楽Ⅰ 2 2
音楽Ⅱ 2 2 音楽Ⅱ 2 2
美術Ⅰ 2 2 2 美術Ⅰ 2 2 2
美術Ⅱ 2 2 美術Ⅱ 2 2
書道Ⅰ 2 2 書道Ⅰ 2 2
書道Ⅱ 2 2 書道Ⅱ 2 2
芸術演習 2 2 ☆ 芸術演習 2 2 ☆

芸術研究 2 2 ☆ 芸術研究 2 2 ☆

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎 2 2 英語コミュニケーションⅠ 3 4 1単位増加

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3 4 1単位増加 英語コミュニケーションⅡ 4 4
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 4 4 英語コミュニケーションⅢ 4 4
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ 4 4 論理・表現Ⅰ 2 2
英語表現Ⅰ 2 2 論理・表現Ⅱ 2 2
英語表現Ⅱ 4 4 論理・表現Ⅲ 2 2
英語会話 2 2 英語演習Ａ 2 2 ☆

英語演習Ａ 2 2 ☆ 英語演習Ｂ 2 2 ☆

英語演習Ｂ 2 2 ☆ 英語演習Ｃ 1～3 1～3 ☆ 国内語学研修参加必須

英語演習Ｃ 1～3 1～3 ☆ 国内語学研修参加必須 外国語研究 2 2 ☆

外国語研究 2 2 ☆ 家庭基礎 2 2
家庭基礎 2 2 家庭総合 4 4
家庭総合 4 4 家庭研究 2 2 ☆

家庭研究 2 2 ☆ 情報Ⅰ 2 2
社会と情報 2 ｢社会と情報｣ 2 情報Ⅱ 2 2
情報研究 2 2 ☆ 情報研究 2 2 ☆

産業社会と人間 2 2 ☆ 産業社会と人間 2 2 ☆

総合的な探究の時間 3～6 3～6単位 2 1～4 総合的な探究の時間 3～6 3～6単位 2 1～4

合計単位数
185～189単

位 26
163～166単

位
総単位数は英語演習Cを除く 合計単位数

173～179単
位 28

155～160単
位

総単位数は英語演習Cを除く

特別活動
30単位
時間 (11) (21)

括弧内の数字は単位時間
である。 特別活動

30単位
時間 (11) (21)

括弧内の数字は単位時間
である。

※備考にある☆は学校設定科目であり、これを卒業に必要な修得単位数に含めることができるのは、20単位以内。
※卒業に必要な修得単位数は、74単位以上。

※必履修科目の履修を優先的に考え、自己の進路、興味等を考え合わせ無理のない範囲で、年間総履修単位は２５～４０単位とすることが望ましい。

「Ⅰ」、「Ⅱ」の順に履修す
ること。

｢家庭基礎｣または
｢家庭総合｣

情
報

｢情報Ⅰ｣

外
国
語

「音楽Ⅰ｣,｢美術
Ⅰ｣,｢書道Ⅰ｣か
ら１科目

｢英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅠ｣

「Ⅱ」を付した科目はそれ
ぞれに対応する「Ⅰ」を付
した科目を履修した後に、
履修すること。

体育 7～8

「体育」及び「保
健」

保健 2

「Ⅱ」、「Ⅲ」を履修する場
合は、「Ⅰ」、「Ⅱ」、「Ⅲ」の
順に履修すること。

「数学Ⅰ」

理
科

「科学と人間生
活」を含む2科目
又は「基礎」を付
した科目を3科
目

「物理」、「化学」、「生物」
については、それぞれに
対応する「基礎」を付した
科目を履修した後に履修
すること。

備考

国
語

「現代の国語」
「言語文化」

地
理
歴
史

｢地理総合」
｢歴史総合」

公
民

「公共」

「Ⅰ」、「Ⅱ」、「Ⅲ」の順に
履修すること。　　「A」は
「Ⅰ」と並行あるいは「Ⅰ」
を履修した後に、「B」は
「Ⅰ」を履修した後に履修
すること。

令和4年4月1日以降の入学生から適用
オリジナルコース新教育課程

教科 科　　目
標準

単位数
必履修

単位数

家
庭

｢家庭基礎｣または
｢家庭総合｣

情
報

家
庭

芸
術

「音楽Ⅰ｣,｢美術
Ⅰ｣,｢書道Ⅰ｣か
ら１科目 「Ⅱ」を付した科目はそれ

ぞれに対応する「Ⅰ」を付
した科目を履修した後に、
履修すること。

外
国
語

｢ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英
語Ⅰ｣

「Ⅱ」、「Ⅲ」を履修する場
合は、「Ⅰ」、「Ⅱ」、「Ⅲ」の
順に履修すること。

芸
術

保
健
体
育

体育 保
健
体
育

数
学

「数学Ⅰ」

理
科

「科学と人間生
活」を含む2科目
又は「基礎」を付
した科目を3科
目

「物理」、「化学」、「生物」
については、それぞれに
対応する「基礎」を付した
科目を履修した後に履修
すること。

7～8

「体育」及び「保
健」

保健 2

数
学

「Ⅰ」、「Ⅱ」、「Ⅲ」の順に
履修すること。　　「A」は
「Ⅰ」と並行あるいは「Ⅰ」
を履修した後に、「B」は
「Ⅰ」を履修した後に履修
すること。

地
理
歴
史

「世界史Ａ」及び「世
界史Ｂ」より１科目
並びに「日本史Ａ」,
「日本史Ｂ」,「地理
Ａ」,「地理Ｂ」より１科
目

公
民

「現代社会」又
は「倫理」・「政
治経済｣

必履修

単位数

備考

「国語総合」

国
語

令和4年3月31日以前の入学者
オリジナルコース新教育課程

教科 科　　目
標準

単位数



別紙1-2　教育課程新旧比較対照表（スタンダードコース）

R3 R4 R5 R4 R5 R6

１年次 ２年次 ３年次 １年次 ２年次 ３年次

国語総合 4 「国語総合」 4 現代の国語 2 2

国語表現 3 3 言語文化 2 2

現代文Ａ 2 2 論理国語 4 4

現代文Ｂ 4 4 文学国語 4 4

古典Ａ 2 2 国語表現 4 3 1単位削減

古典Ｂ 4 4 古典探究 4 4

世界史Ａ 2 2 地理総合 2 2

世界史Ｂ 4 4 地理探究 3 4 1単位増加

日本史Ａ 2 2 歴史総合 2 2

日本史Ｂ 4 4 日本史探究 3 4 1単位増加

地理Ａ 2 2 2 世界史探究 3 4 1単位増加

地理Ｂ 4 4

現代社会 2 2 公共 2 2

倫理 2 2 倫理 2 2

政治・経済 2 2 政治・経済 2 2

数学Ⅰ 3 「数学Ⅰ」 4 1単位増加 数学Ⅰ 3 「数学Ⅰ」 4 1単位増加

数学Ⅱ 4 4 数学Ⅱ 4 4

数学Ⅲ 5 5 数学Ⅲ 3 3

数学Ａ 2 2 数学Ａ 2 2

数学Ｂ 2 2 数学Ｂ 2 2

数学活用 2 2 数学C 2 2

科学と人間生活 2 2 科学と人間生活 2 2

物理基礎 2 2 物理基礎 2 2

物理 4 4 物理 4 4

化学基礎 2 2 化学基礎 2 2

化学 4 4 化学 4 4

生物基礎 2 2 生物基礎 2 2

生物 4 4 生物 4 4

地学基礎 2 2 地学基礎 2 2

理科課題研究 1 1

3 3

2 2

2 2

1 1

1 1

音楽Ⅰ 2 2 音楽Ⅰ 2 2

音楽Ⅱ 2 2 音楽Ⅱ 2 2

美術Ⅰ 2 2 美術Ⅰ 2 2

美術Ⅱ 2 2 美術Ⅱ 2 2

書道Ⅰ 2 2 書道Ⅰ 2 2

書道Ⅱ 2 2 書道Ⅱ 2 2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎 2 2 英語コミュニケーションⅠ 3 4 1単位増加

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3 4 1単位増加 英語コミュニケーションⅡ 4 4

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 4 4 英語コミュニケーションⅢ 4 4

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ 4 4 論理・表現Ⅰ 2 2

英語表現Ⅰ 2 2 論理・表現Ⅱ 2 2

英語表現Ⅱ 4 4 論理・表現Ⅱ 2 2

英語会話 2 2

家庭基礎 2 2 家庭基礎 2 2

家庭総合 4 4 家庭総合 4 4

情報 社会と情報 2 ｢社会と情報｣ 2 情報 情報Ⅰ 2 ｢情報Ⅰ｣ 2

産業社会と人間 2 2 学校設定科目 産業社会と人間 2 2 学校設定科目

総合的な探究の時間 3～6 3～6単位 2 2 2 総合的な探究の時間 3～6 3～6単位 2 2 2

合計単位数
139～
143単位 26 27 25 68 合計単位数

128～
132単位 28 25 25 57

特別活動
30

単位時
(11) (8) (13) 括弧内の数字は単

位時間である。 特別活動
30

単位時
(11) (8) (13) 括弧内の数字は単

位時間である。

※卒業に必要な修得単位数は、74単位以上。

※「選択履修」は原則として、Ⅱ期入試転入生が前籍校において該当科目を履修中であった場合や、卒業対象学年の在校生で、進学に際し該当科目の

　　履修が必須とされる場合に選択できる。

「Ⅰ」、「Ⅱ」、「Ⅲ」
の順に履修するこ
と。　　「A」は「Ⅰ」
と並行あるいは
「Ⅰ」を履修した後
に、「B」は「Ⅰ」を
履修した後に履修
すること。

「Ⅱ」を付した科
目はそれぞれに
対応する「Ⅰ」を
付した科目を履
修した後に、履
修すること。

「Ⅱ」を付した科
目はそれぞれに
対応する「Ⅰ」を
付した科目を履
修した後に、履
修すること。

「Ⅱ」、「Ⅲ」を履
修する場合は、
「Ⅰ」、「Ⅱ」、
「Ⅲ」の順に履修
すること。

「Ⅱ」、「Ⅲ」を履
修する場合は、
「Ⅰ」、「Ⅱ」、
「Ⅲ」の順に履修
すること。

「物理」、「化学」、
「生物」について
は、それぞれに対
応する「基礎」を付
した科目を履修し
た後に履修するこ
と。

「Ⅰ」、「Ⅱ」、「Ⅲ」
の順に履修するこ
と。　　「A」は「Ⅰ」
と並行あるいは
「Ⅰ」を履修した後
に、「B」は「Ⅰ」を
履修した後に履修
すること。

家
庭

｢家庭基礎｣,｢
家庭総合｣から
１科目

2

数
学

芸
術

「音楽Ⅰ｣,｢美
術Ⅰ｣,｢書道
Ⅰ｣から１科目

外
国
語

｢英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅠ｣

理
科

「科学と人間
生活」を含む
2科目又は基
礎を付した科
目を3科目

保
健
体
育

体育 7～8

「体育」及び「保
健」

保健

国
語

地
理
歴
史

｢地理総合」
｢歴史総合」

公
民

「公共」

「現代の国語」
「言語文化」

令和4年4月1日以降の入学生から適用
スタンダードコース新教育課程

教科 科　　目
標準
単位数

必履修

共通履修
単位数

選
択
履
修

備考

「音楽Ⅰ｣,｢美
術Ⅰ｣,｢書道
Ⅰ｣から１科目

外
国
語

｢ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英
語Ⅰ｣

家
庭

｢家庭基礎｣,｢
家庭総合｣から
１科目

芸
術

理
科

「科学と人間生
活」を含む2科
目又は基礎を
付した科目を3
科目 「物理」、「化学」、

「生物」について
は、それぞれに対
応する「基礎」を付
した科目を履修し
た後に履修するこ
と。

体育 7～8

「体育」及び「保
健」

保健 2

保
健
体
育

（変更前） （変更後）

数
学

公
民

令和4年3月31日以前の入学者
スタンダードコース新教育課程

教科 科　　目
標準
単位数

必履修

共通履修
単位数

選
択
履
修

備考

国
語

地
理
歴
史

「世界史Ａ」及
び「世界史Ｂ」
より１科目
並びに「日本史
Ａ」,「日本史Ｂ」,
「地理Ａ」,「地理
Ｂ」より１科目

「現代社会」又
は「倫理」・「政
治経済｣



議案第６号 

聖パウロ学園高等学校（広域の通信制課程）の学則変更要項 

１ 学校の名称    聖パウロ学園高等学校（ 校 長  本間 勇人 ） 

２ 設 置 者 名    学校法人 聖パウロ学園（ 理事長 髙橋 博 ） 

３ 位 置 八王子市下恩方町２７２７番 

４ 通 信 教 育 

実 施 区 域 
３０都道府県 

５ 課    程        

修 業 年 限   

収 容 定 員   

通信制課程（普通科） 

３年以上 

７２０名 

６ 変 更 理 由   高等学校学習指導要領改訂に伴い、教育課程を変更する。 

７ 変更年月日  令和４年４月１日（予定) 

８ 変 更 内 容 

変 更 前 変 更 後 

第 11 条 本校の教育課程は、全日制課程は

別表 1の甲、通信制課程について

は別表1の乙に定める教科及び教

科以外の教育活動により編成す

る。 

第 11条 本校の教育課程は、全日制課程は

別表 1の甲、通信制課程について

は別表1の乙に定める教科及び教

科以外の教育活動により編成す

る。 

 

付則 

第１条 この学則は、２０２２年４月

１日より施行する。 

  備     考 

１ 設置認可年月日（通信制課程）        平成１６年 ８月２６日 

２ 本法人が設置する学校の名称及び設置認可年月日   

（１）聖パウロ学園高等学校(全日制課程)     昭和２４年 ４月 １日 

 



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

国語 国語総合 ４ 通年 保健体育 体育 ７ 半期 ２ ２ ２（×２） ２（×２） 国語 現代の国語 ２ 半期 ２ ２ ２ 保健体育 体育 ７～８ 半期 ２ ２ ２（×２） ２（×２）

国語表現 ３ 通年 保健 ２ 半期 １ １ １ １ 言語文化 ２ 半期 ２ ２ ２ 保健 ２ 半期 １ １ １ 1

現代文Ａ ２ 半期 ２ ２ *野外活動Ａ ２～６ 半期 ２ ２ 論理国語 ４ 通年 *野外活動Ａ ２～６ 半期 ２ ２

現代文Ｂ ４ 通年 *野外活動Ｂ ２～６ 半期 ２ ２ 文学国語 ４ 通年 *野外活動Ｂ ２～６ 半期 ２ ２

古典Ａ ２ 半期 ２ ２ *スポーツⅠ ２ 半期 ２ ２ 国語表現 ４ 通年 *スポーツⅠ ２ 半期 ２ ２

古典Ｂ ４ 通年 *スポーツⅡ ２ 半期 ２ ２ 古典探究 ４ 通年 *スポーツⅡ ２ 半期 ２ ２

*言語生活 ２ 半期 ２ ２ *保健体育課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ *言語生活 ２ 半期 ２ ２ *保健体育課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２

*国語特講 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ 芸術 音楽Ⅰ ２ 半期 ２ ２ *国語特講 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ 芸術 音楽Ⅰ ２ 半期 ２ ２

*国語課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ 美術Ⅰ ２ 半期 ２ ２ *国語課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ 美術Ⅰ ２ 半期 ２ ２

*小論文 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ 書道Ⅰ ２ 半期 ２ ２ *小論文 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ 書道Ⅰ ２ 半期 ２ 2

*漢字演習 ２ 半期 ２ ２ *鑑賞研究 ２～４ 半期 ２ ２ ２ ２ *漢字演習 ２ 半期 ２ ２ ２ ２ *鑑賞研究 ２～４ 半期 ２ ２ ２ 2

地歴 世界史Ａ ２ 半期 ２ ２ ２ ２ *芸術課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ 地歴 地理総合 ２ 半期 ２ ２ ２ ２ *芸術課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ 2

世界史Ｂ ４ 通年 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎 ２ 半期 ２ ２ 地理探究 ３ 通年 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ ３ 通年

日本史Ａ ２ 半期 ２ ２ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ ３ 通年 歴史総合 ２ 半期 ２ ２ ２ ２ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ ４ 通年

日本史Ｂ ４ 通年 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ ４ 通年 日本史探究 ３ 通年 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ ４ 通年

地理Ａ ２ 半期 ２ ２ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ ４ 通年 世界史探究 ３ 通年 論理・表現Ⅰ ２ 半期 ２ ２ ２ ２

地理Ｂ ４ 通年 英語表現Ⅰ ２ 半期 ２ ２ *地歴課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ 論理・表現Ⅱ ２ 半期 ２ ２

*地歴課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ 英語表現Ⅱ ４ 通年 公民 公共 ２ 半期 ２ ２ ２ ２ 論理・表現Ⅲ ２ 半期 ２ ２

公民 現代社会 ２ 半期 ２ ２ ２ ２ 英語会話 ２ 半期 ２ ２ 倫理 ２ 半期 ２ ２ *総合英語 ２ 半期 ２ ２

倫理 ２ 半期 ２ ２ *総合英語 ２ 半期 ２ ２ 政治・経済 ２ 半期 ２ ２ *異文化理解 ２ 半期 ２ ２

政治・経済 ２ 半期 ２ ２ *異文化理解 ２ 半期 ２ ２ *公民課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ *英語特講 ２～６ 半期 ２ 2

*公民課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ *英語特講 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ 数学 数学Ⅰ ３ 通年 *英語課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２

数学 数学Ⅰ ３ 通年 *英語課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ 数学Ⅱ ４ 通年 家庭 家庭基礎 ２ 半期 ２ ２ ２ ２

数学Ⅱ ４ 通年 数学Ⅲ ３ 通年 家庭総合 ４ 通年

数学Ⅲ ５ 通年 家庭 家庭基礎 ２ 半期 ２ ２ ２ ２ 数学Ａ ２ 半期 ２ ２

数学Ａ ２ 半期 ２ ２ 家庭総合 ４ 通年 数学Ｂ ２ 半期 ２ ２

数学Ｂ ２ 半期 ２ ２ *家庭科課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ 数学Ｃ ２ 半期 ２ ２ 情報 情報Ⅰ ２ 半期 ２ ２ ２ ２

数学活用 ２ 半期 ２ ２ 情報 社会と情報 ２ 半期 ２ ２ ２ ２ *数学課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ 情報Ⅱ ２ 半期 ２ ２ ２ ２

*数学課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ 情報の科学 ２ 半期 ２ ２ ２ ２ *数学演習 ２～６ 半期 ２ ２ *情報課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２

*数学演習 ２～６ 半期 ２ ２ *情報課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２ 理科 科学と人間生活 ２ 半期 ２ ２ ２ ２ *農業体験と環境 ２ 半期 ２ ２

*農業体験と環境 ２ 半期 ２ ２ 物理基礎 ２ 半期 ２ ２ ２ ２ *産業社会と人間 ２ 半期 ２ ２

理科 科学と人間生活 ２ 半期 ２ ２ ２ ２ *産業社会と人間 ２ 半期 ２ ２ 物理 ４ 通年 *ハンドベルクワイア ２ 半期 ２ ２

物理基礎 ２ 半期 ２ ２ ２ ２ *ハンドベルクワイア ２ 半期 ２ ２ 化学基礎 ２ 半期 ２ ２ ２ ２ 理数探究基礎 1 半期 1 1 1 1

物理 ４ 通年 化学 ４ 通年 理数探究 ２～５ 半期 3 3 3 3

化学基礎 ２ 半期 ２ ２ ２ ２ 生物基礎 ２ 半期 ２ ２ ２ ２

化学 ４ 通年 生物 ４ 通年

生物基礎 ２ 半期 ２ ２ ２ ２ 地学基礎 ２ 半期 ２ ２ ２ 2

生物 ４ 通年 地学 ４ 通年

地学基礎 ２ 半期 ２ ２ ２ ２ *理科課題研究 ２～６ 半期 ２ ２ ２ 2

地学 ４ 通年 *理科特講 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２

理科課題研究 １ 半期 １ １ ＊印 学校設定科目 ＊印 学校設定科目

*理科特講 ２～６ 半期 ２ ２ ２ ２

４

教育課程新旧比較対照表

総合的な探究の時間 ３～６ 半期 ・単年度履修単位数は３単位必履修3 3 3

履修順位（原則）

備　考1学年相当 2学年相当以上

半期 ３（２） ３（２） ３（２）
・単年度履修単位数は
３単位または２単位で
必履修

４ ４

４

４

４

・家庭基礎（２単位）または家庭総合（４単位）のい
ずれか１科目を必履修
・家庭基礎を履修する場合、同一年次で履修し、
入学年次及びその次の２か年のうちに原則履修さ
せるものとする
・家庭総合を２か年で分割して履修する場合、連続
する２か年で履修させるものとする
・家庭総合を履修する場合、内容の「Ｃ持続可能な
消費生活・環境」について入学年次及びその次の
年次の２か年のうちに履修させるものとする
・通年の単位については2単位ずつ半期分割履修
とする

４

４

４ ４

４

４

４

４

４

外国語 ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ
（４単位）を必履修
・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ
はｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ
を履修した後に、ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ英語Ⅲはｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ英語Ⅱを履修
した後に、英語表現Ⅱ
は英語表現Ⅰを履修
した後に履修させるこ
とを原則とする
・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基
礎を履修させる場合、
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰは
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎
を履修させた後に履修
させることを原則とする
・通年の単位について
は2単位ずつの半期分
割履修とする

外国語

・国語総合（４単位）を
必履修
・国語表現、現代文
Ａ、現代文Ｂ、古典Ａ
および古典Ｂの各科目
については、原則とし
て国語総合（４単位）を
履修した後に履修させ
るものとする
・通年の単位について
は2単位ずつの半期分
割履修とする

・体育（８単位）及び保
健（２単位）を必履修

・現代の国語（２単位
以上）を必履修
・言語文化（２単位以
上）を必履修
・論理国語、文学国
語、国語表現及び古
典探究は現代の国語
及び言語文化を履修
後に履修させるものと
する
・通年の単位について
は2単位ずつの半期分
割履修とする

・世界史Ａ（２単位）ま
たは世界史Ｂ（４単位）
のいずれか1科目を含
む２科目（学校設定科
目以外）を必履修
・通年の単位について
は2単位ずつの半期分
割履修とする

・現代社会（２単位）ま
たは倫理（２単位）・政
治経済（２単位）のいず
れかを必履修

４

４

４

４

・科学と人間生活（２単
位）と、基礎を付した科
目のいずれか１科目の
２科目もしくは基礎を
付した科目の内から３
科目以上を必履修
・物理（４単位）、化学
（４単位）、生物（４単
位）、地学（４単位）は、
それぞれに対応する
基礎を付した科目（２
単位）を履修した後に
履修させるものとする
・通年の単位について
は2単位ずつの半期分
割履修とする

特別活動 卒業までに３０時間以上 卒業までに３０時間以上

理数

総合的な探究の時間 ２～６

合計 ※ ※

特別活動

合計 ※ ※

・原則として、単年度は
３６単位まで履修可
・卒業に必要な修得単
位数７４単位以上
・＊印の学校設定科目
については20単位を
上限として履修可

3

・数学Ⅰ（４単位）を必
履修
・数学Ⅱ（４単位）、数
学Ⅲ（4単位）を履修す
る場合は、数学Ⅰ・数
学Ⅱ・数学Ⅲの順に履
修
・数学Ａ（２単位）を履
修する場合は数学Ⅰと
並行または数学Ⅰの
履修後に履修
・数学Ｂ（２単位）は数
学Ⅰを履修した後に履
修
・通年の単位について
は2単位ずつの半期分
割履修とする

*家庭科課題研究

４

４

４

４ ４

４

４

理数探究基礎又は理数探究の履修
により、総合的な探求の時間の履修
の一部又は全部に置き替えることがで
きる

３（２）

・家庭基礎（２単位）ま
たは家庭総合（４単位）
のいずれか１科目を必
履修
・通年の単位について
は2単位ずつ半期分割
履修とする

・情報Ⅰ（２単位）を必履修
・情報Ⅱは情報Ⅰを履修後に履修さ
せるものとする

社会と情報（２単位）ま
たは情報の科学（２単
位）を必履修

学校設
定科目

４

4

・科学と人間生活（２単
位）と、基礎を付した科
目のいずれか１科目の
２科目を必履修
・物理（４単位）、化学
（４単位）、生物（４単
位）、地学（４単位）は、
それぞれに対応する
基礎を付した科目（２
単位）を履修した後に
履修
・理科課題研究（１単
位）は、一つ以上の基
礎を付した科目を履修
した後に履修
・通年の単位について
は2単位ずつの半期分
割履修とする

４

４

・原則として、単年度は３６単位まで履
修可
・卒業に必要な修得単位数７４単位以
上
・＊印の学校設定科目については20
単位を上限として履修可

学校設
定科目

２ ２

４

４

・英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ（４単位）を必履
修
・英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡは英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅠを履修した後に、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅢは英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡを履修し
た後に履修させるものとする
・通年の単位については2単位ずつの
半期分割履修とする

・公共（２単位）を必履
修
・公共を入学年次又は
その次の年次のうちに
原則履修させるものと
する
倫理及び政治経済は
公共を履修後に履修
させるものとする

・数学Ⅰ（４単位）を必
履修
・数学Ⅱ（４単位）、数
学Ⅲ（4単位）を履修す
る場合は、数学Ⅰ・数
学Ⅱ・数学Ⅲの順に履
修
・数学Ａ（２単位）を履
修する場合は数学Ⅰと
並行または数学Ⅰの
履修後に履修
・数学Ｂ（２単位）数学
C（２単位）は数学Ａを
履修した後に履修させ
るものとする
・通年の単位について
は2単位ずつの半期分
割履修とする

４

４

４

教科 科目　　
標準
単位数

備　考
履修
期間

履修順位（原則）

1学年相当 2学年相当以上

４

４

・体育（８単位）及び保健（２単位）を必
履修
・保健を入学年次及びその次の年次
の２か年に原則履修させるものとする

・地理総合（２単位以
上）を必履修
・歴史総合（２単位以
上）を必履修
・地理探究は地理総合
を日本史探究及び世
界史探究は歴史総合
を履修後に履修させる
ものとする
・通年の単位について
は2単位ずつの半期分
割履修とする

２２～６ 半期 ２

４

４

2022年4月1日入学者から

【　変　更　前　】

別表１乙　通信制・単位制課程　教育課程表（2019年度以降の入学生）

【　変　更　後　】

科目　　
標準
単位数

備　考
履修
期間

履修順位（原則）

1学年相当 2学年相当以上

別表１乙　通信制・単位制課程　教育課程表（2022年度以降の入学生）

教科
履修
期間

履修順位（原則）

1学年相当 2学年相当以上

・音楽Ⅰ（２単位）、美
術Ⅰ（２単位）または書
道Ⅰ（２単位）のいずれ
か１科目を必履修

・音楽Ⅰ（２単位）、美術Ⅰ（２単位）ま
たは書道Ⅰ（２単位）のいずれか１科
目を必履修

標準
単位数

履修
期間

教科 科目　　
標準
単位数

備　考 教科 科目　　

４

４

４

別紙
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